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三
刀
屋
小
学
校
は 

人
を
大
切
に
し
ま
す 

 

令和元年５月３１日(金)  ＊このお便りは、保護者の方のみに発行しています 

  

ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
の
花
が
咲
き
始
め
ま
し
た
か
ら
、
も
う
す
ぐ
蛍
の
ダ

ン
ス
！ 

 

来
週
は
六
月
「
水
無
月
」
。
プ
ー
ル
掃
除
を
し
て
、
水
泳
指
導
も
始

ま
り
ま
す
。
雨
が
降
ら
な
い
か
ら
「
水
無
月
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
無
」

は
「
の
」
と
読
ん
で
、「
水
の
月
」。
蛍
に
優
し
い
雨
が
降
り
ま
す
よ
う

に
。 

 

こ
れ
か
ら
は
、
食
事
や
健
康
面
の
心
配
も
増
え
ま
す
。
教
室
で
は
、

エ
ア
コ
ン
を
上
手
に
使
い
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
体
調
管
理
に
努
め

ま
す
。
家
庭
で
は
、
リ
ズ
ム
あ
る
生
活
を
お
願
い
し
ま
す
。
し
っ
か
り

睡
眠
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」（
新
学
習
指
導
要
領
） 

支
援
と
は
、
地
域
か
ら
学
校
へ
の
み
。 

連
携
と
は
、
目
指
す
ゴ
ー
ル
が
違
っ
て
も
協
力
し
あ
う
。 

協
働
と
は
、
同
じ
ゴ
ー
ル
に
向
け
て
協
力
し
合
う
。 

「
三
刀
屋
小
学
校
区
放
課
後
子
ど
も
教
室
（
の
び
の
び
教
）」
は
、
ス

タ
ッ
フ
会
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
様
子
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
改
善
に
努
め
ま
す
。（
五
月
の
会
よ
り
） 

 

・
も
の
を
大
事
に
し
な
い
子
。
消
し
ゴ
ム
が
落
ち
て
も
そ
の
ま
ま
。 

 

・
忘
れ
物
が
多
い
。 

 

・
時
計
が
よ
め
な
い
低
学
年
。 

 

・
子
ど
も
を
迎
え
に
来
て
も
挨
拶
せ
ず
に
連
れ
て
帰
る
保
護
者
さ
ん

は
、
き
ち
ん
と
引
き
渡
す
た
め
に
も
、
挨
拶
を
必
ず
し
て
ほ
し
い
。 

2018新保育指針 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の）姿」 

～幼児期と小学生の姿をつなぐ～ 

１ 健康な心と体 

２ 自立心 

３ 協同性 

４ 道徳性・規範意識の芽生え 

５ 社会生活との関わり 

６ 思考力の芽生え 

７ 自然との関わり・生命尊重 

８ 数量・図形、文字等への 

関心・感覚 

９ 言葉による伝え合い 

10  豊かな感性と表現 

2020 全面実施   新小学校学習指導要領 

2021  〃     新中学校   〃 

2022 年次進行   新高等学校  〃 

なかよし運動会 ５月２２日（水）木次小学校体育館 

スローガン ～ えがおいっぱい 元気いっぱい 力いっぱい がんばろう ～ 

     

色別に「コール交換」練習         「タッチレース」はサイコロの目の数だけハイタッチ！ 

スローガンのとおり、見ている大人たちも“笑顔いっぱい”の運動会でした。三刀屋小児童は元気に走り、ゲームを楽しみ

ました。 

 
幼
児
教
育
と
学
校
教
育
の
違
い
の
一
つ 

○
「
教
科
書
が
あ
る
か
な
い
か
」 

保
育
士
の
先
生
方
は
、
ど
う
や
っ
て
子
ど
も
た
ち
を

保
育
し
て
い
る
の
か
？
私
の
子
も
三
刀
屋
保
育
所
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
実
は
今
も
あ
ま
り
わ
か
っ

て
い
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」
の
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す

が
、
幼
児
期
の
発
達
に
教
科
書
は
必
要
な
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
保
育
士
の
専
門
家
と
し
て
の
技
量
や
努
力

に
感
謝
で
す
。 

就
学
前
の
お
子
さ
ん
が
い
る
保
護
者
の
み
な
さ
ん
、

保
育
士
の
先
生
方
と
た
く
さ
ん
お
話
を
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
教
科
書
も
ノ
ー
ト
も
宿
題
も
な
い
の
で

す
か
ら
。 

 

友
だ
ち
と
地
域
の
人
と 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
言
葉
で
表
現 

遊
ぶ
・
観
察
・
予
測
・
絵
本 

あ
き
ら
め
な
い 

折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
ル
ー
ル 

一
人
一
人
の
感
じ
た
そ
の
子
ら
し
い
個
性 

〒690-2402 
雲南市三刀屋町給下 

１００７―１  

TEL 0854-45-2324 

FAX 0854-45-5057 

発行責任者：阿川俊治 



せせらぎ公園 

 

 

『5月 28日（火）午前 7時 40 分頃 川崎市多摩区登戸新町スクールバスのバス停付近』での事件を受けて 

 いつも忘れた頃に子どもたちが犠牲となる悲惨な事件が起きます。しかも、連続して。おびえながら生活を

しているわけではありませんが、≪想定外≫のことが起こる世の中ですから、できる限りの想定外対策は必要

です。 

２９日、雲南警察署の方が、児童の登校時の集合場所の確認に来校されました。今後、各方面へのパトロー

ルが行われると思います。 

防災無線から「ながら見守り」の協力のお知らせが聞こえてきます。保護者の方の多くは、なかなかこの「な

がら見守り」ができませんが、近所の力を借りて、子どもたちの安心を守りましょう。地域のコミュニティが

一層大切な世の中となりました。『大人たちのあいさつが子どもたちを救う』と言っても過言ではないと思いま

す。 

 

 

 

 

 

三屋神社 

 

城址公園 

 

西小学校のコウノトリの写真展開催中 

（撮影／大東の太田様） 

 

うめっ子ウォークラリー 

    ５月２４日（金）晴れ 

「ブーミンタイム」がスタートしました  ５月２８日 

１２名の読み語りボランティアさんにお世話になりました 

  

松本古墳 

何
見
て
る
？ 

 


